
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大田区の現況と大田区社会福祉協議会の取組み 

区長申立・後見報酬助成の 

件数は平成 30年度をピークに 

令和元年度以降はおおむね 

横ばいで推移している。 

大田区に住民票がある方の 

東京家庭裁判所に対する新規 

成年後見関係事件申立件数は 

令和２年は 274件にのぼり、 

平成 30年以降増加傾向にある。 

大田区に住民票がある方の 

成年後見制度の利用者数は毎年 

増加しており、後見・保佐・補助の 

内訳が公表された平成 30年以降は、 

保佐及び補助類型が特に増加 

している。 

資料番号５ 

※ 出典：東京家庭裁判所家事第１部 

※ 出典：東京家庭裁判所家事第１部 

１ 成年後見関係事件の申立件数 

２ 成年後見制度の利用者数 

３ 区長申立・後見報酬助成件数 

※ 平成 29年より件数の公表があり、平成 30年より内訳が公表されている。 
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